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東海村動燃の微量放射能事故の健康影響についての見解
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今年 3月 、放射能洩れをおこした東海村動燃事故の影響に関して、新聞紙上などで、放射

線の影響に対する社会的不安を感じさせるような報道がみられる。これは低線量放射線の

影響につ
'い

ての正しい理解が十分でないためと考えられる。このようなときに、放射線影

響の研究者集団としては、社会に対して科学的根拠に基づく見解を早急に表明する任務が

あるとおもう。

科学も技術も、失敗の教ヨ‖を学ぶことで進歩してきたo今回の動燃の事故で|よ、事故その

ものの十分な原因解明と将来への対策が必要なことは勿論であるが、規制遺反の問題と放

射熊;曳れの危険が強調されすぎて、人体影響の面からみてどの程度の危険な事故であつた

のか、科学的評価が正しく報道されていない。かたよつた報道が全国をおおつている状況

は戦前、戦中の日本社会とどこか似ている。正しいと思う情報とそれに基づく見解を各々

の責任で/AL表することが大事だと思い、日本放射線影響学会の有志〔まここに所信を表明す

る。
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